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令和5年（2023年）
第280号

令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
は
３
月
１
日
か
ら
２７
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
市
長
提
出
議
案

２６
件
、
議
員
提
出
議
案
７
件
（
議
案
１
件
、
意
見
書
案
６
件
）、
請
願
９
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

議
案
等
の
審
議
結
果
は
８
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る
総
括
代
表
質
問
…
…
２
面

令
和
５
年
度
の
予
算
審
査
、
予
算
案
に
対
す
る
各
会 

派
の
意
見
表
明
・
賛
否
討
論（
要
旨
）…
３
・
４
・
５
面

一
般
質
問
「
市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い
」
…
６
・
７
面

議
案
・
請
願
審
議
結
果
、
意
見
書
な
ど
…
…
…
…
８
面

今号の案内

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

案
、
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
・
介
護
保
険
の
３
特

別
会
計
予
算
案
、
下
水
道
事
業

会
計
予
算
案
は
、
３
月
１７
日
〜

２３
日
に
か
け
、
議
長
を
除
く
全

議
員
で
構
成
す
る
予
算
特
別
委

員
会
に
お
い
て
、
島
﨑
清
二
委

員
長
（
自
民
ク
ラ
ブ
）、
髙
橋

和
義
副
委
員
長
（
公
明
党
）
の

下
、
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

同
委
員
会
最
終
日
の
３
月
２３

日
に
採
決
し
た
結
果
、
一
般
会

計
予
算
案
が
賛
成
多
数
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
・
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
・
介
護
保

令
和
５
年
度
東
久
留
米
市
一

般
会
計
補
正
予
算
案
（
第
１

号
）
は
、
本
会
議
最
終
日
の
３

月
２７
日
に
提
案
・
審
議
さ
れ
、

全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
案
（
第
１４
号
）
は
、
３
月

１６
日
の
予
算
特
別
委
員
会
で
審

査
さ
れ
、
２７
日
の
本
会
議
に
お

い
て
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

歳
出
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
各
種
証
明
書

発
行
手
数
料
の
減
額
期
間
延
長

に
係
る
費
用
、
東
京
都
受
験
者

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
事
業
の

貸
し
付
け
決
定
者
へ
の
給
付
金
、

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
用
指

定
収
集
袋
２０
リ
ッ
ト
ル
２０
枚
の

全
戸
配
布
に
係
る
費
用
、
市
立

小
中
学
校
の
給
食
食
材
費
補
助

金
の
事
業
期
間
延
長
に
係
る
費

用
、
市
立
中
学
校
の
体
験
型
英

語
学
習
施
設
利
用
料
金
補
助
に

係
る
費
用
な
ど
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。

【
本
会
議
で
の
質
疑
か
ら
】

質
問　
市
民
み
ん
な
の
ま
つ
り

に
つ
い
て
、
①
実
行
委
員
会
の

ス
タ
ー
ト
は
い
つ
頃
か
、
②
開

催
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。

答
弁　
①
例
年
、
４
月
末
か
ら

５
月
中
旬
に
関
係
者
と
の
連
絡

協
議
会
を
開
催
し
、
決
定
し
て

い
る
。
今
年
度
も
こ
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
参
考
と
し
た
い
、
②

再
開
を
望
む
声
を
多
く
伺
っ
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
の
状
況
は
不
透

明
だ
が
、
開
催
に
向
け
協
議
会

の
中
で
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
。

質
問　
新
規
事
業
の
受
験
生
チ

ャ
レ
ン
ジ
支
援
給
付
金
と
は
。

答
弁　
物
価
高
騰
等
の
影
響
を

踏
ま
え
、
受
験
生
を
持
つ
一
定

所
得
以
下
の
世
帯
の
子
ど
も
へ

の
支
援
を
目
的
と
し
、
学
習
塾

等
の
費
用
や
受
験
費
用
の
無
利

子
で
の
貸
し
付
け
を
行
う
都
の

事
業
の
決
定
者
に
、
プ
ッ
シ
ュ

型
で
給
付
す
る
。
対
象
の
高

校
・
大
学
等
に
入
学
し
た
場
合
、

所
定
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
返
済
が
免
除
と
な
る
。

歳
出
で
は
、
高
大
連
携
に
よ

る
地
域
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ

ン
支
援
・
社
会
参
加
推
進
事
業

の
実
施
に
要
す
る
経
費
、
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
申
請
期
限
の
延
長

に
係
る
経
費
、
市
内
の
幼
稚
園

や
わ
か
く
さ
学
園
の
送
迎
バ
ス

へ
の
安
全
装
置
設
置
に
係
る
費

用
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
体
制
整
備
お
よ

び
実
施
等
に
係
る
費
用
、
教
室

以
外
の
居
場
所
で
あ
れ
ば
登
校

で
き
る
児
童
・
生
徒
へ
の
学
習

支
援
等
を
行
う
支
援
員
の
配
置

に
係
る
経
費
な
ど
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

【
本
会
議
で
の
質
疑
か
ら
】

質
問　
高
大
連
携
に
よ
る
地
域

学
生
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
支

援
・
社
会
参
加
推
進
事
業
に
つ

い
て
本
市
の
関
わ
り
は
。

答
弁　
久
留
米
西
高
等
学
校
と

亜
細
亜
大
学
と
の
間
で
調
整
、

検
討
を
し
て
い
く
。
高
校
生
と

大
学
生
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

行
い
、
地
域
課
題
へ
の
提
言
の

中
で
、
自
身
の
進
路
選
択
の
意

識
醸
成
等
に
つ
な
げ
て
い
く
支

援
を
行
う
。
市
は
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
等
の
運
営
や
地
域
意
識

の
醸
成
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
支

援
な
ど
を
行
う
。

質
問　
令
和
５
年
度
の
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
く
の
か

答
弁　
引
き
続
き
、
市
医
師
会

の
御
協
力
を
得
な
が
ら
の
実
施

を
考
え
て
い
る
。
春
夏
の
追
加

接
種
は
個
別
接
種
で
の
実
施
を

予
定
し
て
お
り
、
集
団
接
種
の

実
施
は
な
い
。
秋
冬
の
追
加
接

種
は
個
別
接
種
お
よ
び
集
団
接

種
で
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

険
特
別
会
計
・
下
水
道
事
業
会

計
の
予
算
案
が
全
員
賛
成
で
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
議
最
終
日
の
２7
日
、
各

会
派
に
よ
る
討
論
（
意
見
表

明
）
の
後
に
採
決
し
た
と
こ
ろ
、

委
員
会
と
同
様
の
結
果
と
な
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
一
般
会
計
予
算
案
は
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４５６
億
５
６
０

０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

予
算
特
別
委
員
会
で
の
審
査

の
概
要
や
歳
出
を
中
心
と
し
た

主
な
質
疑
の
内
容
、
各
会
派
の

予
算
案
に
対
す
る
意
見
表
明
・

賛
否
討
論
（
要
旨
）
は
３
面
か

ら
５
面
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令
和
５
年
度
予
算
審
査
に
活
発
な
議
論

令
和
５
年
度
一
般
会
計

�

補
正
予
算
案
を
可
決

令
和
４
年
度
一
般
会
計

�

補
正
予
算
案
を
可
決

　物価高騰等に直面する生活者および事業者の経済的負担軽減のための支援として、
４カ月分の下水道使用料について減免を行うため、本会議最終日に「議案第２６号　令
和 ５年度東久留米市下水道事業会計補正予算（第 １号）」が提案され、全員賛成で可
決されました。
　減免期間は令和 ５年１１月検針分から令和 ６年 ２月検針分までを予定しています。１０
・１１月と１２・ １ 月の検針分または１１・１２月と １・ ２月の検針分の計 ４カ月分の基本料
金が免除されます。
　議案審議の中では、今回の事業の効果を実感していただくための取り組みに関する
質問に対し、減免期間終了後の料金について値上がりの誤解等のないよう、できるだ
け分かりやすくホームページや広報で周知していきたい、という答弁がありました。

今号のトピック
経済的負担軽減のため予算の増額補正を可決
～下水道使用料の基本料金を ４カ月減免～

一般会計予算案賛成多数で可決一般会計予算案賛成多数で可決
令和 ５年度

任期最後となる定例会に臨みました
※今任期をもって篠宮議長が退職されました

３ 月 １ 日～ ３月２７日

令和５年
第１回定例会


